
様式 C-7-2

自己評価報告書

平成 ２１ 年 ５ 月 ２０ 日現在

研究分野: 数物系科学

科研費の分科・細目：物理学・素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理

キーワード：素粒子物理

１．研究計画の概要
超対称性を持つゲージ理論を厳密に格子上
で定式化し数値計算可能な正則化された超
対称ゲージ理論の構築。超対称性を格子上に
定式化する際に裏に隠れている代数構造或
いは幾何学的構造の解明。重力までを含む格
子上で正則化された統一的記述の定式化。
２．研究の進捗状況
リンクアプローチと呼ばれるツイストされ
た超対称性の新たな定式化を提案。指摘され
た問題点に対して、非可換性を取り入れた
Hopf 代数の対称性を持つ定式化ができるこ
とが明らかになった。新たな代数構造が見え
てきた。
３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している。
【理由】当初の目標は上記の様に既に達成さ
れた。ただ問題点が指摘され、その問題点を
解決するのに新たな提案を行っている。具体
的には格子上での超対称性の定式化の Hopf
代数を取り入れた新たな提案を最近行った。
現在新たな場の理論の定式化を行っている。
４．今後の研究の推進方策
問題点の指摘に関して、非可換性と Hopf 代
数の導入により解決できる事を指摘した。こ
れらを具体的な表示に表わし、更にゲージ理
論の場合に拡張する。更には重力が入った場
合の定式化を完成させる。
５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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